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一、はじめに　
上代日本の文献にみられる「大后（太后） 」という称呼は、通
説において、皇后（現役の正妃）もしくは皇太后（先帝の后、帝の母）を意味するとされている。本稿では、この言葉の意味を改めて問い直してみたい。ちなみに本稿では、 「大后」と「太后」は区別せずに扱う
（１）
ことにする（以下煩瑣となるので、 「大后」 「太后」
の両方を指す場合は大后とだけ記す） 。　
以前、拙稿
（２）
において、古事記における大后の意味について考察
したことがある。本稿では更に、古事記と同時代の上代日本の文献の用例と、漢籍の用例を検討 、総合的に考察することを試みる。大后についての研究の出発点となるのは、本居宣長『古事記伝』 （二十之巻）であろう 宣長は、 は後世の皇后であること、天皇の複数の后の中で最上の一人を特に大后と うこ 、後世は漢籍に倣って正式文書では当代 后を皇后、先代の后を皇大后と書いたが、口語的なも は奈良時 でも昔のまま 当代 后を后といっ こと、その後、通常の語でも当代 嫡后を 、大御母
を大后というようになったこと、また、日本書紀では漢籍同様に皇后・皇大后と書いているが、たまた 元の称呼のままに当代の后を大 と書く部分もあることを指摘し 。こ 宣長説をふまえ、岸俊男氏は、日本書紀の「皇后」は編集時における統一を考慮する必要があること、古事記で 三か所 みえ だけで他はすべて「大后」が用いられること、推古朝の史料に「大后」の語がみえるのに「皇后」の称呼はこの時期はもちろんくだっても書紀以外にはあまりみられないことを指摘し、大后が「皇后」に先立って用いられたことはまず誤りないとした
（３）
。しかし、この宣
長説・岸説に従うと、以下三点の問題が生じ 。　　
①大后は、 同じ文献の中で、 現役の正妃の意にも先帝の后（帝
の母）の意にも用いられている
　　
②大后と、皇后・皇太后の称呼は同じ文献の中に出てくる
　　
③大后とされる人物が、ある程度限定されている
　
①について言い換えると、日本で、初めは大后を現役の后の意
に用いていたが、 後世先帝の后（帝の母）の意 用いるようになったとした場合、同じ文献で両方 意に用いる例が ること うま
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く説明できないということである。また、特に疑問となるのは②についてで、例えば日本書紀では「皇后」が
276例、 「大后」が５例
ある。このことについて従来説では、 「皇后」とあるのは文章が編集された部分で、 「大后」はたまたま原資料未編集の部分が残ったと考えるが、５例の大后は、たまたま残ったにしては無視できない数である。更 言えば、 「皇后」と いてあるのが編集の結果らば、 大后の語を多く用いる古事記にお て、 わざわざ三例の「皇后」も使われる理由 うまく説明できな 。ま ③については後節で検討するが、ここで簡単にふれておくと、大后はすべての皇后（皇太后）に対して使われず 対象が限定されているので、大后と皇后・皇太后を全く同意語と捉えてよいのか疑問がわく。　
歴史学の方面から、古代の大后について論じた研究は数多いが、
大后という称呼自体に注目した論は少ないようである。管見に入ったものとして、井出久美子氏は 記紀や万葉集などにみらる大后の一部を検討し 大后が王位を継承しう ほどの重要な地位にあったことを指摘している
（４）
。しかし大后の実在性を重視する
ためか、井出氏の考察は仁徳・継 ・欽明・敏達・用明・舒明・孝徳・天智・天武 に限られている。本稿で そ 実在性を問わずに大后の用例をすべて参照 上代日 の文献において、どのような人物が大后とされているのか、また文脈上、大后 どのような意味で使われているのかを検討することにする。二、上代日本の文献にみえる大　
本節では、上代の文献にみられる大后を具体的に挙げ、それぞ
れが具体的に誰を指し、どのような場面で使わ かを確認
する。以下、 八世紀の文献である、 古事記（
七一二
） 、 日本書紀（
七二〇
） 、
風土記（
七一三
以後） 、懐風藻（
七五一
頃） 、万葉集、続日本紀（
七九
） 、
日本霊異
七八七
〜
八二三
） 、上宮聖徳法王帝説、元興寺伽藍縁起并
流記資財帳（
七四
） 、大安寺伽藍縁起并流記資財帳（
七四七
）の大后
の用例を検討する。《Ａ》古事記　
まず、古事記の大后の用例は以下の通りである。①更求
下為
二大后
一之美人
上時……亦名、謂
二比売多多良伊須気余
理比売
一。
 
（神武記）
②多遅摩毛理、分
二縵四縵・矛四矛
一、献
二于大后
一、以
二縵四縵・
矛四矛
一、献
二置天皇之御陵戸
一而、
 
（垂仁記）
③又、其大后比婆須比売命之時、定
二石祝作
一、又、定
二土師部
一。
 
 
（垂仁記）
④又、娶
二息長帯比売命
一、
是、大后
生御子、品夜和気命。
 （仲哀記）
⑤
大后
息長帯日売命者、当時、帰
レ神。……於是、
大后
帰神、
言教覚詔者…
 
（仲哀記）
⑥此天皇、娶
二葛城之曾都毘古之女、石之日売命
一、
大后
。生御子、
 
 
（仁徳記）
⑦此天皇之御世、為
二大后石之日売命之御名代
一、定
二葛城部
一、
 
 
（仁徳記）
⑧其
大后
石之日売命、甚多
二嫉妬
一。……然、畏
二其
大后
之嫉
一、
……故、大后、聞
二是之御歌大忿
一、……天皇、恋
二其黒日売
一、
欺
二大后
一 
（仁徳記）
⑨
大后、為
レ将
二豊楽
一……
大后、御綱柏積
二盈御船
一、……若
大
后
不
レ聞
二看此事
一乎……
大后、大恨怒……
大后
自
二山代
一上幸
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……口日売、仕
二奉大后
一。……大后、問
二其所由
一……大后幸
行… 献
二於
大后
一。……御
二立其
大后
所
レ坐殿戸
一、… 天皇
与
大后
所
レ歌之六歌……因
二大后
之強
一、……
大后
石之日売命
……大后、見
二知其玉鈕
一、 
（仁徳記）
⑩然、大后始而諸卿等、因
二堅奏
一而、乃治二天下
一。
 （允恭記）
⑪為
二大后
御名代
一、定
二刑部
一、為
二大后
之弟、田井中比売御名
代
一、定
二河部
一也
 
（允恭記）
⑫其大后之先子 目弱王、是年七歳……詔
二大后
一言
 （安康記）
⑬初大后坐
二日下
一之時、自
二日下之直越道
一、幸
二行河内
一。
 
 
（雄略記）
⑭爾、大后、歌。其歌曰
 
（雄略記）
⑮娶
二意富祁天皇之御子、手白髪命
一、
是、 大后。
生御子、天国押波流
岐広庭命。
 
（継体記）
　
古事記の大后は全
34例、神武天皇后の伊須気余理比売（①）と、
垂仁天皇后の比婆須比売命 （②③） 、 仲哀天皇后の息長帯比売命 （④⑤） 、仁徳天皇后の石之日売命 ⑥⑦⑧⑨） 、允恭天皇后の忍坂之大中津比売命（⑩⑪） 、安康天皇后の長田大郎女（⑫） 、雄略天皇后の若日下部王（⑬⑭） 、継体天皇后の手白髪命（⑮）の、計８名を指す称呼となっている。　
このうち、④・⑥・⑮は、天皇の系譜記事の中にある。つまり、
息長帯比売命・石之日売命・手白髪命は、系譜記事で大后であることが特記されているこ になる。ところで 古事 で天皇記をもつ男性天皇は
32名で、それぞれが系譜記事を持っている。その
中に、日本書紀で 皇后とされる正妃が、この三名の大后以外にも大勢記されている。しかるに、なぜこの三名だけが古事記の系
譜記事では大后と特記されるのか。　
そこで、この三名の大后が古事記でどう描かれているかを確認
する。まず息長帯比売命（神功皇后）は、夫の仲哀天皇の崩御後、新羅征伐を果たし、息子（後の応神天皇 を擁して忍熊王と 戦いに勝利するなど、天皇並みの活躍を見せている そして石之日売命は、夫の仁徳天皇に対して常に強い態度に出ている女性であり、通常天皇が主催する豊楽を仕切り、その発言は「詔」とされ、家臣に死刑を命じることもあり、天皇と同格 存在のように描かれている。そして手白髪命であるが 武烈記 は、皇位を継ぐべき王がいなかったので 天皇の五世孫の継体天皇を近淡海国から上京させ、皇女の手白髪 と結婚させて天下 授けたとある。つまり、継体天皇は手白髪命と結婚することで初めて天皇として即位することができたのである。以上から、系譜中に大后と特記される女性は、天皇と同格 、特別な立場の后を指すと考えられるが、系譜以外で大后とされる后についても同様 傾向がみられる。このことについては既に拙稿
（５）
でも考察しているので要点を説明す
る。　
まず伊須気余理比売は、神武天皇崩御後に息子の綏靖天皇の危
機を救い、そ 即位を導 いる。ちなみに、日向出身の神武天皇は東征して倭の伊須気余理比売と結婚し、倭の地で即位するが、この夫婦の立場は継体天皇 手白髪命の立場に類似す 次に比婆須比売命について 、天皇の崩御後も生存し、天皇 献上す予定であった木の実を献上されることから、天皇 同等の扱 を受けていた とが推察できる。次に、忍坂之大中津比売命は位を拒んだ夫の允恭天皇に皇位につくよう群臣と共に要請し、夫
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の即位を導いた。次に長田大郎女については、連れ子の目弱王が安康天皇を殺すという事件を起こし、結果的に皇位継承に関わっている。次に若日下部王であるが、 の女性は特異な婚姻伝承を持ち、雄略天皇から尊重されてい 女性である。　
以上、古事記に見られる大后は、天皇の正妃でもあるが、それ
だけに止まらず、天皇と同格の権威を有していたり 皇位継承問題に介入するなど、特別な立場にある者が多いと う傾向がみられる。ちなみに、古事記の「 后」は３例で、具体的には「皇后、御年一百歳崩（仲哀記） 」 「長田大郎女、 為
二皇后
一。 （安康記） 」 「此
天皇無
二皇后
一、亦、無
二御子
一。 （清寧記） 」というように用いられ
る。ここでの皇后は、特定の人物を指す称呼というよりも、正妻という立場を示す抽象的・普通名詞的用法と考え れる。古事記における「皇后」と「大后」は、その意味す ころが違うとみるべきではないだろうか。《Ｂ》日本書紀　
日本書紀の成立は古事記に遅れること八年で、両書の成立時期
は近接しているが、 皇妃の称呼について 記紀間でかなり異 った様相を見せる。既 指摘したよう 、日本書紀の場合 「皇后」
276例、 「大后」５例で、皇后の方が圧倒的に多い。ところで 日本
書紀では
36人の男性天皇のうち、成務・反正・清寧・崇峻天皇を
除く天皇全員に皇后がい と書かれて 神武天皇から仁徳天皇までの皇妃は、複数の妃の中から一人の皇后を立てるという形であり、履中天皇以後になると、 「皇后」 「妃」 「嬪」 区別がみられるようになる。これらの「皇后」 「妃 嬪 は、皇妃を序列化する称呼とみられ 以上をふまえ、日本書紀 大后」の
用例を次に確認する。
①百濟記云、蓋鹵王乙卯年……國王及
大后、王子等、皆沒
二敵
手
一。
 
（雄略紀二十年冬条）
② 「……故
大后
息長足姫尊、與
二大臣武内宿禰
一、毎
レ國初置
二官
家
一、爲
二海表之蕃屏
一、其來尚矣。……」
 
 
（継体紀六年十二月条）
③四年春
二月癸酉朔丁酉、間人大后薨。
 
 
（天智紀四年二月二十五日条）
④爲
二間人大后
一、度
二三百卅人
一。
 
（天智紀四年三月一日条）
⑤詔曰、 「朕疾甚。以
二後事
一屬
レ汝」云々。於是、再拝稱
レ疾固辭、
不
レ受曰、 「請奉
二洪業
一、 付
二屬
大后
一。 令
二大友王
一、 奉
二宣諸政
一。
……」
 
（天智紀十年十月十七日条）
　
日本書紀の「大后」は用例数が少なく、 「皇后」のような皇妃の
身分を序列化するための称呼とは言い難い。具体的にみていくと、①は百済記からの引用で、百済王の大后を指している。②の大后は息長足姫尊（神功皇后） 。この女性 古事記でも「大后」である。③・④は孝徳天皇皇后であっ 間人皇 、 ⑤は天智天皇皇后であった倭姫王である。　
百済王の大后を除く、息長足姫尊、間人皇女、倭姫王の三人に
共通しているの 、夫の天皇の崩御後、天皇に準じる立場にあった、もしくはその可能性があることである。息長足姫尊（神功皇后）の活躍については前項《Ａ》でも触れてい が、特に日本書紀は、こ 后のためにわざわざ「氣長足姫尊」 巻を立てており天皇と同等の存在と 扱っていることが明白 ま 間人皇女については 万葉集巻一・三、 一〇番歌題詞に、 「
中なかつすめらみこと
皇命
」
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という称があり、これは間人皇女を指すとするのが通説である。更に、大安寺伽藍縁起并流記資財帳の「仲天皇」も間人皇女を指すとする説がある
（６）
。以上の名称から、間人皇女が正式に即位しな
いまでも天皇のような地位にいた可能性が考えられる。日本書紀は、天智天皇が斉明天皇の崩御後すぐに皇位につかず、称制で政治を行っていたとする 、天智天皇の即位 事は天智紀七年春正月三日条にあり、間人 女は天智紀四年春二月二十五日条で薨じている。間人皇女が のような地位についたとすれば、このあたりの時期が考えられる あろう。また、 ⑤の倭姫王の場合は 「天皇崩御後 洪
ひつぎ
業
（天下）は大后に任せるべき」という会話文で「大
后」とされることに注目した 。倭姫王は天皇とはされないが、天智天皇崩御後に倭姫王が即位してもおかしく い状況があっのである。　
つまり、日本書紀の大后は、百済記の①を除き、夫の天皇崩御
後に天皇のような立場になった、もしく その立場になった可能性のある皇妃に対して使われていることになる。《Ｃ》風土記　
風土記は、和銅六年（
七一三
）五月の官命に基づいて編述された
地方誌である。大后は、伊予国風土記逸文に以下の二例が見られる。
天皇等、於
レ湯幸行降坐五度也。以
下大帶日子天皇與
二大后
八
坂入姫命
一二軀
上爲
二一度
一也。以
下帶中日子天皇與
二大后息長帶
姫命
一二軀
上爲
二一度
一也。
一例目の大后は、景行天皇皇后の八坂入姫命である。二例目の大后は、仲哀天皇皇后の息長帶姫命（神功皇后）である。どちらの
大后も、現役の后の意に用いられているようである。ちなみに、この逸文は文永十一年（
一二七四
）から正安三年（
一三〇一
）の間に成立
した『釈日本紀』と、文永六年（
一二六九
）成立の『万葉集註釈』に
記載されている のである。《Ｄ》懐風藻　
懐風藻では、 釋智蔵伝に「太后天皇世。師向
二本朝
一。同伴登
レ陸。
曝
二涼經書
一。 」とある。通説では、この太后天皇は持統天皇のこ
とである。《Ｅ》万葉集　
万葉集の成立は未詳であるが、大化の改新（
六四五
）ごろから桓
武天皇の時代あたりにかけて形成されたようである。万葉集の大后は題詞あるいは左注にみられる。
①飛鳥岡本宮御宇天皇元年……天皇・大后、幸
二于伊豫湯宮
一。
 
 
（巻一・八番歌左注）
②天皇聖躬不豫之時、太后奉御歌一首
 （巻二・一四七番歌題詞）
③一書曰、近江天皇、聖躰不豫御病急時、太后奉獻御歌一首 
 
（同・一四八番歌題詞）
④天皇崩後之時、倭大后御作歌一首
 
（同・一四九番歌題詞）
⑤太后御歌一首
 
（同・一五三番歌題詞）
⑥天皇崩之時、太后御作歌一首
 
（同・一五九番歌題詞）
⑦春日祭
レ神之日、藤原太后御作歌一首
 
 
（巻十九・四二四〇番歌題詞）
⑧天皇太后共幸
二於大納言藤原家
一之日……
 
 
（同・四二六八番歌題詞）
⑨天平勝寶八歳……太上天皇大后幸
二行於河内離宮
一、
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（巻二十・四四五七番歌題詞）
　
①の太后は舒明天皇皇后の宝皇女（後の皇極・斉明天皇） 、②
〜⑥は天智天皇皇后の倭姫王、⑦〜⑨は皇太后時代の光明子（藤原安宿媛）を指す。⑨の「太上天皇大后」を「太上天皇太皇太后」「太上天皇天皇大后」とする写本もあるが、いずれにしろ、大后は光明子と考えて特に問題はない。この中で、②〜⑥については、天皇の重病と臨終において作られた歌の題詞に大后とあるが、これは《Ｂ》日本書紀の⑤同様に、倭姫王に天皇代行の可能性が生まれた時期というこ になる。《Ｆ》続日本紀　
続日本紀は延暦十六年（
七九七
）に完成した。大后は６例、すべ
て孝謙・淳仁天皇 代の皇太后光明子（藤原安宿媛）を指している。
①天皇・太上天皇・太后、同亦行幸。 
 
（天平勝宝元年十二月二十七日条）
②将
レ勘
二全成
一、大后慇懃固請。
 
 
（天平宝字元年六月二十八日条）
③皇大后詔曰、 「汝
多知諸者吾近姪
奈利。又堅子卿等者、天皇大命以汝
多乎
知召而屢詔
志久、朕後
尓太后
尓能仕奉
利助奉
礼止詔
伎。……」
 
 
（天平宝字元年七月二日条）
④伝
二太后詔
一宣曰、 「塩焼等五人
乎、人告謀反。……」
 
 
（天平宝字元年七月三日条）
⑤太后仁慈、志在
レ救
レ物。創
二建東大寺及天下国分寺
一者、本太
后之所
レ勧也。
 
（天平宝字四年六月七日条）
　
孝謙天皇即位に伴い皇太后となった光明子は、皇后宮職を紫微
中台と改め権勢をふるった。 光明子が朝政を執っていたことは 「皇太后朝
乎傾」 （天平宝字元年七月十二日条） 、 「皇帝・皇太后、如
二日
月之照臨
一、並治
二万国
一、若
二天地之覆載
一、 」 （天平宝字元年十一
月二十八日条） いう記述から窺える この《Ｆ》の③と④でも、皇太后（太后）が詔を発しており、光明子が天皇と同格 存在とされていることが分かる。《Ｇ》日本霊異記　
日本霊異記は、延暦六年（
七八七
）頃原形が作成され、弘仁十四
年（
八二三
）ごろ現在の形になったと考えられている。最終的な成
立は九世紀だが、奈良時代の記事が多く、上代に準じる文献として検討の対象とする。大后は以下の五例がみられる。
①大神高市萬侶卿者、大后天皇時忠臣也。
 （上巻第二十五縁）
②其天皇之大后、同諾楽宮坐時……然而彼帝姫阿倍天皇、並大
后
御世之天平勝寶九年八月十八日、改爲
二天平寶字元年
一。
……又、同
大后
坐時、擧
二天下國
一而歌詠……又、同
大后
時、
咏言
 
（下巻第三十八縁）
　
①の大后は持統天皇を指す。また、 ②の四例の大后は光明子 （皇
太后時代）を指す。②の三・四例目については 称徳天皇を指すのではないかとする
説（７）
もあるが、文章の流れからすると、三・四
例目は一・二例目の大后をうけているので、四例すべてを光明子とするのが穏当であろう。この に「阿倍天皇 並大后御世」という言葉があることから、この時代、孝謙天皇と光明子が共に天下を治めていたとみなされていることが分かる。《Ｈ》上宮聖徳法王帝説　
上宮聖徳法王帝説は聖徳太子の伝記を集めたもので、部分に
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よって成立年代が異なるといわれている。家永三郎氏
（８）
の区分によ
れば、第一部が皇極二年から遠からぬ時代、第三部二段（法隆寺金堂坐釋迦佛光後銘文からの引用）が奈良 以後、第三部三段が延喜十七年（
九一七
）以後、第三部四段（天寿国曼荼羅繍帳銘か
らの引用）が推古朝あたりとなり、特に第三部四段が記紀よりも遡る史料として注目される。大后の用例は以下の通りであ
①橘豐日天皇、娶
二庶妹穴太部間人王
一爲
二大后
一生兒、厩戸豐聰
耳聖徳法王…
 
（第一部）
②法興元卅一年歳次
二辛巳
一十二月、鬼前大后崩。
 （第三部二段）
③鬼前大后者、即聖王母穴太部間人王也。云
二鬼前
一者、此神前
也。何故言
二神前皇后
一者、此皇后同母弟長谷部天皇石寸神前
宮治
二天下
一。
 
（第三部三段）
④三主者、若疑、
神前大后、上宮聖王、膳夫人、合
二此三所
一
也。
 
（同右）
⑤名吉多斯比彌乃彌己等爲
二大后
一、生名多至波奈等已比乃彌己
等……。複娶
二大后弟、名乎阿尼乃彌己等
一爲
レ后、生
二名孔部
間人公主
一。……娶
二庶妹名等已彌居加斯支移比彌乃彌己等
一
爲
二大后
一、坐
二乎沙多宮
一治
二天下
一。……娶
二庶妹名孔部間人
公主
一爲
二大后
一、坐
二瀆邊宮
一治
二天下
一。
 
（第三部四段）
　
①〜④における大后は穴太部間人王 つまり日本書紀の穴穂部
間人皇女（用明天皇皇后、聖徳太子母）を指す。また⑤の大后は、一、 二例目が「吉
き
　た
　し
　ひ
　み
　の
　み
　こ
　と
多斯比彌乃彌己等」つまり日本書紀の堅
きた
塩し
媛ひめ
（欽
明天皇妃） 、三例目が「
等
と
　よ
　み
　け
　か
　し
　き
　い
　ひ
　み
　の
　み
　こ
　と
已彌居加斯支移比彌乃彌己等
」つまり
日本書紀の
豊とよみけかしきやひめのみこと
御食炊屋媛尊（敏達天皇皇后、後の推古天皇） 、四
例目が「孔部間人公主」つまり穴穂部間人皇女を指す。まとめる
と、上宮聖徳法王帝説で大后とされるのは、日本書紀の表記でいえば、穴穂部間人皇女、堅塩媛、豊御食炊屋媛尊の三名である。①と⑤では「娶
二〜
一爲
二大后
一生〜」という文になっていて、この
場合、大后が天皇の正妃の意で用いられているようにみえる。しかし、堅塩媛は日本書紀では欽明天皇の皇 ではない ここで大后とされている（日本書紀で の 后は皇女の石姫） 。蘇我稲目の娘の堅塩媛は、欽明天皇と 間に七男六女を生み、その中に用明天皇と推古天皇（豊御食炊屋媛尊）が含まれているから、蘇我氏 とっては偉大な女性ということが きよう。 た穴穂部間人皇女は、この文献 主役であ 聖徳太子の母で、蘇我氏の女性（堅塩媛の同母妹）を母 する。この文献は蘇我氏よりの立場から書かれた私的な内容を持っているとみられ そ 立場から、蘇我氏系の穴穂部間人皇女、堅塩媛 豊御食炊屋媛尊に対して尊称の大后を用いた可能性も考えられるであろう。ちなみに岸俊男氏は、この大后を追称である疑いが濃いとしてい
る（９）
。ところで、
③では「鬼前大后」と「神前皇后」 共に穴穂部間人 女を指しており、大后と皇 の 法に区別がな これは延喜十七年以後に成立した部分な で上代 例として扱う とはできない。《Ｉ》元興寺伽藍縁起并流記資財帳　
元興寺伽藍縁起并流記資財帳が提出されたのは天平十九年
（
七四七
）である。大后の部分を引用すると「他田天皇大前大后大々
王白……壬寅年大后大々王與池邊皇子二柱同心……爾時櫻井道場者、大后大々王命以莫犯也……時大后大々王各宣… 時聰耳皇子、大后大々王大前曰……時大后大々皇、 聰耳 子與古大臣二人告宣」となっている。これらの「大后大々王（皇） 」は、すべて天皇に
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なる前の推古天皇を指している。具体的には、一〜三例目が敏達天皇時代（つまり現役の正妃だった頃） 、四〜六例目が崇峻天皇時代である。《Ｊ》大安寺伽藍縁起并流記資財帳　
大安寺伽藍縁起并流記資財帳が提出されたのも天平十九年
（
七四七
）である。大后の部分を引用すると「天皇將崩賜時、勅太后
尊
久、此寺如意造建、此事爲事給耳」とある。この天皇は舒明天
皇であるので、 「太后」は即位前の皇極（斉明）天皇を指すと考えられる。　
以上、上代日本の文献の大后の用例を検討したが、次に分かり
やすいように表にまとめた。文献の略号は、 「記」が 事記、 「紀」が日本書紀、 「風」が風土記、 「懐」が懐風藻、 「万」が万葉集、 「続」が続日本紀、 「霊」が日本霊異 上 上宮聖徳法王帝説、 「元」が元興寺伽藍縁起并流記資財帳、 「大」が大安寺伽藍縁起并流記資財帳である。上代日本の文献に見える大后
　
まず、大后たちの立場が皇后（現役の正妃）なのか皇太后（先
帝の皇后、帝の母）なのかを確認する。１〜
10、
12、
13、
15番に
おいては、現役の后に対して大后を使っている。一方、
14、
16、
17番は先帝以前の后に対して大后を使っている。ただし、
11番の
うち元興寺伽藍縁起并流記資財帳 例では、現役の后であっても先帝の后であっ も「大后大々王」の名称 連続して用いており、現役かそうでないかで区別しているようには見えない。また、万葉集を見ると、
13番の宝皇女と
15番の倭姫王については現役の后
の時、
17番の藤原安宿媛については皇太后の時、大后の称を使い、
やはり現役かそうでないかで区別しているよう は見えない。日本書紀でも、
14番のように先帝の后に使う例と、
15番のように現
役の后に使う例が共存している。よって、古くは現役 后に対して大后を使っていた 、後世先帝の皇后や帝の母を皇太后・大后とするようにな たと考えるよりも、現役 もそうでなくても特に区別はなく大 であったと考える方が 実態に即しているように思われる。　
また大后とされるのはどのような女性か、その特徴をまとめる
番号
大后の名
夫の天皇
文献
備考
１
伊須気余理比売
神武
記
２
比婆須比売命
垂仁
記
３
八坂入姫
景行
風
４
息長帯 売命（息長足姫尊）
仲哀
記紀風
神功皇后
５
石之日売命
仁徳
記
６
忍坂之大中津
允恭
記
７
長田大郎女
安康
記
８
若日下部王
雄略
記
９
手白髪命
継体
記
10
吉多斯比彌乃彌己等
欽明
上
堅塩媛
11
等已彌居加斯支移比彌乃彌己等
敏達
上元
推古天皇
12
穴太部間人王
用明
上
聖徳太子母
13
宝皇女（天豊財重日足姫）
舒明
万大
皇極（斉明）天皇
14
間人大后
孝徳
紀
15
倭姫王
天智
紀万
16
菟野皇女
天武
霊懐
持統天皇
17
藤原安宿媛
聖武
万霊続
光明子
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と、既に指摘してきたように、実際天皇として即位したり、皇位についた可能性があったり、天皇と同格に扱われる者が多く含まれている。古事記に登場する、１、 ２、 ４〜９番の大后については既に説明しているので、それ以外の大后についてもう一度確認する。まず、実際天皇として即位したのは
11、
13、
16番の大后で、
皇位についた可能性があるのは
14、
15番の大后である。また
17番
の大后は天皇と同格の立場にあったことが文献から確認できる。　
それ以外の大后のうち、まず３番の八坂入姫を指す大后は、風
土記の文章をみ と皇后と同意語に用い いるようにも見えるが、出典は逸文 風土記であり、上代の風土記 表記そのまま どうかが不明である。また、
10、
12番の出典の上宮聖徳法王帝説は蘇
我氏寄りの資料とみられる。文章が私的な内容を持ち しかも日本書紀の皇后と上宮聖徳法王帝説の大 が一致しないことを考慮すると、ここでは蘇我氏 立場における偉大な后 尊称として大后を用いている可能性もある。こ らの３、
10、
12番の例を除く
と、日本上代の文献の大后とは、単なる天皇 正妃では く、天皇に近い立場の偉大なる后であると見定め ことができる。そこで、次節では参考 ために漢籍の用例を検討する にし い三、漢籍（史書）との比較　
ここでは、日本上代の文献に先行する漢籍の太后の用例を抽出
し、その意味と、太后とされる人物の特徴を検討す 。漢籍において「大后」の語は使われないが、 「太后」は史書に多く 例を見出すことができる（管見の限り、史書以外では太后 語 無い）まず、史記 漢書を参照すると、太后は史記で
401例、漢書で
750例
を見出せる。太后は、呂太后、孝文太后のように、姓氏＋太后、もしくは皇帝名＋太后となるものと、 何も上に冠さずそのまま 「太后」とするものがあるが、どちら 意味するところは同じである。参考として、辞書で太后をどう説明しているか確認すると、まず『大漢和辞典』は「天子の母をいふ。秦の昭王から始まつた稱」とし、 『漢語大詞典』は「帝王之母称太后」と説明する。史記や漢書の実際の用例を見 も、太后は、基本的に皇帝 しくは王の母の尊称として用いられている（ただしそれは生母に限らず、母のような立場 女性も含ま る） 。ちなみに、漢書（巻九十七上・外戚伝）が「帝母稱皇太后。祖母稱太皇太后」と説明するように、皇太后は皇帝の母 意、太皇太 は祖母の意である。 の概念の中に皇太后が含まれている。太后が皇太后や の略称ように使われることもあるが、 、太 の用例は太后に比して少なく（例えば、史記では皇 后が
16例、太皇太后は２例） 、
皇太后・太皇太后が使われない文章に単独で「太后」が使われることも多い。漢籍において、太后と皇太后の意味は重なる 全く同じ意味ではないことを確認しておく。　
史記や漢書における太后を見ていくと、母として皇帝（王）を
支配し、自ら執政しようとする者 多い。特に、 中 も皇太后にあたる者は、 帝と同格とみなされていて、 「稱制」したり「詔」を発するという記述が目立つ。また、帝嗣の決定に発言権を持つことも多い。以下、具体的にその様相 示す す 。　
まず、最も早い時期に太后とされた、秦の恵文王（始皇帝の五
代前）の妃で、昭襄王の母の宣太后につ て。この宣 、昭襄王が若くして即位すると、 「 自治」 「宣太后專制」と う
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ように、王に代わって秦の政治を決裁したことが、史記（巻七二・穰侯列伝）に書かれている。また、始皇帝の母の太后についても、漢書（巻二七中之下・五行志）に、始皇帝 即位した時はまだ若く 政治は太后に任されたとの記述がある。　
やがて漢の時代に至り、皇帝のように君臨する太后が出現する。
それは高祖の皇后の呂太后である。呂太后は以前から高祖を補佐して天下を定めていたが、息子の恵帝が崩じ、恭帝が即位す と「號令一出太后、太后稱制」 （史記巻九・呂太后本紀）となる。つまり、天下の号令はすべて太后から発せられ、太后はこれを制と称したという。呂太后の「稱制」は 三・高后紀 巻三八・高五王伝）にも記されて る。また、高祖崩御直後の呂太后の下命は「詔」 （史記巻九・呂太后本紀）とされる。少帝恭を立てて廃し、少帝弘を立てたのも呂太后の意志によるもので嗣は呂太后によって決められた。呂太后の時代として史記 「呂太后本紀」を、漢書 高后紀」を立て、皇帝並みに扱う。呂太后は即位こそしなかったが、自ら政権 握り と同格とみなされていた。　
太后が皇帝に並ぶ権威を持っていたのは呂太后に限った話では
ない。高祖の夫人で文帝の母の薄太后についても、 「薄太后乃詔（史記巻四九・外戚世家、漢書巻九七上・孝文竇皇后伝）と、その下命が「詔」と表現されている。また、文帝の皇后で景帝 母の竇太后は、景帝の弟を帝嗣にしたいと願ったり、 を責め立てるなど自己主張の激しい女性で、景帝も太后に遠慮し いた。漢書（巻五二・韓安國伝）では「竇太后聞、乃詔王以安國爲内史」というようにそ 景帝の皇后で
武帝の母の王太后については、 「有太后詔」 （史記巻一〇七・魏其武安侯列伝、漢書巻四五・江充伝） 、 「太后稱制」 （漢書巻八一・孔光伝）という記述がある。同様に、昭帝の皇后であった上官太后の下命も漢書（巻六八・霍光伝）では「詔」とされ、同書（巻七五・夏侯勝伝）に「太后省政」との記述がある。ちなみに上官太后は、昭帝後の帝位継承と関わっている。上官太后の「詔」は、昭帝の後嗣を指名し、更にこれを廃し、新たな後嗣を立てるものであった。また、元帝の皇后で成帝の母の王太后は、前漢末に漢王朝の代表者として存在し、 「詔」を下し、 「臨朝」し 王莽に輔政を命じるなど、政治に多く携わったという記述を漢書（九三、 九七下、九八、 九九上、一〇〇上など）におい 見出すことができる。以上は皇帝の の例であるが、王の太后 場合も、趙の孝成王が立つと「太后用事」 （史記巻四三・趙世家）と り太后が政務を執ったとする例がある。　
また、注目すべき存在として、哀帝の祖母として当時の政治を
動かした傅太后 いる。傳太后 、 自ら「詔」を述べる され（書巻八二・傅喜伝） 、皇帝に並ぶ立場として描かれる。漢書（巻九七下・孝元傅昭儀伝）によると、傅太后は元帝の昭儀 った。元帝が崩ずると息子に従って国に帰り 孫の定陶王（後の哀帝）を養育し、王を帝位につけるために尽力した。哀帝が即位すると、「傅太后」を尊んで「恭皇太后」とされ、その後「恭皇太后」を尊んで「帝太太后」 、更に「皇 太后」というように号を変え漢書の巻八二・傅喜伝では、傅太后が成帝 母の王太后 尊号を等しくしたいと考えていたことが記されている。また、漢書の巻八六・師丹伝では、傅 后が必ず尊号を称した と帝 求めてい
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る。傅太后は、皇太后、太皇太后に類似する、 「太后」を含む称号を名乗ることにこだわった。ここから、太后などの尊号を名乗ることと、その女性の立場の重要性が、密接な関係にあると考えられていたことが窺える である。　
また、傅太后の例から、太后は必ずしも母ではなく、祖母の場
合もあることが分か 皇帝（王）からみて尊ぶべき母のような女性が太后なのであろう。史記（巻九・呂太后本紀）に見える呂太后の娘の魯元公主も、実際に皇帝 王）の母になったわけではないが、斉王が城陽の郡を てまつり、 「尊公主為王 后（公主を尊んで王太后とした） 」とされる。　
以上、史記・漢書にみられる太后についてみてきたが、後漢書
でもやはり太后 政務を執ったこ が書かれている。和帝皇后の鄧太后については「 臨朝」 （巻四・和帝・殤帝紀） 、 「 猶臨朝」 （巻五・安帝紀） 、 「太后詔」 （巻十上 和熹鄧皇后紀） 、 「鄧太后攝政」 （志第九 祭祀下宗廟）などとされ、殤帝・安帝の間執政している。これ以外にも、 明帝皇 の馬太后の「太后詔」 （巻十上・明徳馬皇后紀） 、安帝皇后の閻太后の「太后臨朝 五 安「太后欲久專國政」 （巻十上・安思閻皇后紀） 、順帝皇后の梁太后の「太后臨朝」 （巻六・沖帝紀、巻十 ・順烈梁皇后紀） 、 「太后猶臨朝政」 （巻七・桓帝紀） 、 桓帝皇后の竇 「太后臨朝」 （巻七・桓帝紀、巻十下・桓思竇皇后 「竇太 詔」 （巻四五・張酺伝）霊帝皇后の何太后の「太后臨朝」 （巻七・霊帝紀） ど 太后の臨朝や詔についての記事は多く、枚挙に暇がない。また後漢書の太后も、史記・漢書同様、皇帝を擁立している。鄧太 は殤帝と安帝を、閻太后は少帝懿を、梁太后は冲帝と質帝を、竇 后 霊
帝を擁立した。　
このように、漢籍における太后は、皇帝や王の母として政事に
携わり、皇帝と同等の権威を持つこともある存在であったことが分かる
）（（
（
。また、太后が帝嗣を決定したり、帝位継承の問題に介入
することも多い。当時、太后の立場にある人間が帝位を左右することを正当 する通念があったと考えられる
）（（
（
。
　
以上をふまえ、日本の大后について再び考えてみたい。日本の
大后は現役の后を指すことが多く その点、漢籍の太后が現役の后ではなく皇帝（王）の母であることとは異なる。ただし両者に共通する性格があり、それは、大后（太后） 中に、天皇（皇帝）と同等の権威を持った 帝の後継者の問題に介入する者がいということである。　
前節の表を確認すると、実際女帝として即位した推古天皇、皇
極・斉明天皇、持統天皇と、実際即位した 言えるかは分からないが、即位した可能性 間人大后、倭姫王、これらの大 たちはすべて、夫の崩御後に即位、もしくは即位の可能性があった。自分の夫である帝の退位後、自分が実際帝として即位す か、即位しないで政治の実権を握るかという違いはあるが 日本 大后と漢籍の太后には近い性格 見出せる ではないか。ちなみに持統天皇は、持統称制前紀条に「天渟中原瀛眞人天皇崩。皇后臨朝稱制」とあるように、 の天武天皇 「臨朝稱制」を行う立場となった。 「臨朝稱 」は 漢籍の史書の多くの太后も行っているこ である　
ところで、漢籍の太后には「詔」を下す者が多い。 「詔」は日
本でも中国でも原則的に帝の命令を意味 るが 日本の大后 も
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「詔」を下す者がいる。光明子については、前節《Ｆ》において既に指摘しているが、石之日売命の場合も「大后、見
二知其玉鈕
一、
不
レ賜
二御酒柏
一、乃引退。召
二出其夫大楯連
一以
詔
之……」という
文が仁徳記に見えている。　
また、中国の太后同様に、日本の大后の中には皇位継承問題に
介入したり発言したりする者が多い。既に指摘したように、伊須気余理比売は神武天皇崩御後に息子の綏靖天皇の危機を救い、その即位を導いている。息長帯比売命（神功皇后）も息子応神天皇に皇位を継がせる めに忍熊王を排除した。忍坂之大中津比売命は即位を渋る夫の允恭天皇 、群臣と共 即位を要請する。推古天皇も次期皇位継承者につ て ており、持統天 光明子も後嗣の決定に介入してい 。　
その他、 呂太后に対して史記が「呂太后本紀」 、 漢書が「高后紀」
を立てたことと、神功 后に対して日本書紀が「氣長足姫尊」の巻を立てたことにも共通性がみられる。　
漢籍の太后が皇帝と同等に権威有る存在であることを意識して、
上代日本の文献の執筆者が 日本の類似する立場の后 対して大后の語を用いた可能性があるのではないか。言い換えれば、上代日本の大后に、漢籍の太后同様の権威的立場を認めたからこそ、この語が採用されたとも考えられる。ただし中国の場合、次 皇帝が即位して初めてその母 に執政 が生まれる であるが、日本の場合は現役 の時代から既に天皇 同等の権威を持つ女性がおり、それがそ まま女帝的立場へ移行す 考えるべきであろう。現役の后 時代と現役でなくなった時代で、立場に大きな差がないのが日本で、 でなくなり帝 母となった時点で
威を持つのが中国であり、それが日本と中国の大后（太后）の違いである。漢籍では「皇太后」が詔を下したり臨朝称制するという文章も散見されるのであるが、皇太后の意味は皇帝の母の意味に限定されるため、その立場 ないのに天皇に近い権威を持つ后を表現しようとす 際 日本では大后の語を用いたと考えることができるのではないだろうか。四、おわりに　
以上、本稿では上代日本の文献と漢籍の大后（太后）の用例を
参照しながら、その語義について探ってきた 一部の后に対してしか使われ い大后という語を、皇后 しくは皇太后の同意語とする通説に対し、本稿では疑問を投げかけた。古事記や日本書紀などの文献で、大后 限定的に使われて ること 重視すべきと考える。本稿では大后の基本的な意味を、天 と同格の権威を持つ特別な后と考えた。こ は漢籍の太后（皇太后）が、帝と同格の権威をもつ存在と て描か て るこ と類似している。　
歴史的に見て、大后や皇后という存在が、天皇の共治者、輔政
者の立場にあり、後に出現する女帝へと発展していくも あことは既に指摘がある
）（（
（
が、本稿ではそれを「大后」という称呼の
使われる文脈 注目しつつ検討しなおした とにな 。大方のご批判を賜 ば幸甚である。
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注（１）上代日本の文献では「大后」 「太后」両方の表記が存在する。日本書紀、
日本霊異記、上宮聖徳法王帝説では「大后」に統一され、続日本紀では６例中５例が「太后」である。古事記と万葉集の大后には校異があるので以下表にして示す。まず古事記の大后の校異をみる。略称は 「真」が真福寺本、 「兼」 兼永筆本、 「前」が前田本、 「猪」が猪熊本 寛寛永版本である。頁・行は 西 一民編『 修訂版』による。※は真福寺本が「大」か 太 か判別しにくい例である。
【古事記の大后の校異】　　
書写年代が最も古い真福寺本は、
34例中
27例が「太」の表記である。
判別しにくい例２例もあることを加味すれば、真福寺本における「太」
の採用率は高い。真福寺本の次に書写年代の古い兼永筆本では、
18例が
「太」の表記である
　　
次に、 万葉集の「大后」の校異をみる。略号は、 「元」が元暦校本、 「金」
が金澤本、 「類」が類聚古集、 「古」が古葉略類聚鈔、 「紀」が紀州本（神田本） 、 西 が西本願寺本、 「宮 神宮文庫本、 「文」が金澤文庫本、 「温」が温故堂本 「矢」が大矢 、 「細」が細井本、 「京」が京都大学本、 「寛」が寛永版本である。
【万葉集の大后の校異】　　
万葉集においても、 「太」と「大」の校異が少なからずみられる。既に
山口佳紀氏が、 「大」 「太」の両字の混用は中国古代からのもので、一般に上代文献においても「大」 「太」を殆ど区別なく用いている が実情であるとしている（ 「古事記の音仮名表記と訓字表記」 『記紀と漢文学
　
和
漢比較文学叢書
10』汲古書院、 平５・９）こともふまえ、 本稿では「大后」
と「太后」を区別せずに扱うことにする。
（２）拙稿「古事記の「大后」 」 『古事記年報』
43、平
13・１。
（３）岸俊男「光明立后 史的意義─古代における皇后の地位─」 『日本古
代政治史研究』塙書房、昭
41・５。
（４）井出久美子「 大兄制」 考察 欽明〜推古朝の政治過程にふれ
頁・行
太后
大后
頁・行
太后
大后
１
97・８
真
兼前猪寛
18
171・
12
真寛
兼前猪
２
124・
13
兼猪寛
真前
19
172・３
真寛
兼前猪
３
125・４
兼前猪寛
真
20
172・５
真寛
兼前猪
４
141・４
真兼
前猪寛
21
172・
10
真
兼前猪寛
５
141・９
真兼前猪寛
22
172・
10
真
兼前猪寛
６
141・
11
真兼前猪寛
23
173・２
兼前猪
寛※
７
165・５
真兼前猪寛
24
173・
11
兼前猪寛
真
８
166・２
真
兼前猪寛
25
175・
10
兼前猪寛
※
９
167・３
真兼猪寛
前
26
175・
11
真兼前猪寛
10
167・６
真兼前猪寛
27
183・３
真
兼前猪寛
11
167・
11
真兼猪寛
前
28
183・
11
真
兼前猪寛
12
167・
12
寛
真兼前猪
29
183・
11
真
兼前猪寛
13
169・４
真兼前猪寛
30
189・７
真
兼前猪寛
14
169・５
真兼前
猪
31
189・９
真
兼前猪寛
15
169・９
真兼前寛
猪
32
193・
11
真兼猪寛
前
16
169・
11
真兼前猪寛
33
202・３
真
兼前猪寛
17
170・
11
真兼前猪寛
34
212・３
真
兼前猪寛
巻
･ 歌番号
太后
大后
１
一・八
元類紀西宮文温矢細京寛
２
二・一四七
金西宮温矢細京寛
類古紀
３
二・一四八
金紀宮矢細京寛
類古西温
４
二・一四九
金紀西宮温矢細京寛
類古
５
二・一五三
金温
類古紀西宮矢細京寛
６
二・一五九
宮矢京寛
金類西温細
７
十九・四 四〇
元類紀西宮文温矢細京寛
８
十九・四 六八
紀西宮文温矢細京寛
類
９
二十・四四五七
紀西矢細寛
元類温京
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て─」 『日本史研究』
109、昭
45・１。
（５）注（２）に同じ。（６）遠山美都男『古代日本の女帝とキサキ』角川書店、平
17・１、
114頁。
ちなみに、上田正昭氏（ 『古代日本の女帝』講談社、平８・２、
137頁）は、
この「仲天皇」には倭姫説、間人皇女説、持統女帝説があると指摘する。縁起によれば、斉明天皇が崩じようとする時 大安寺の造営と維持を誰が継承するか案じたところ、まず中大兄皇子が名 りを挙げ、続けて「仲天皇」が「妾
毛我妋等、 炊女而奉
レ造」と奏上している。文脈から考えると、
この「仲天皇」は間人皇女が相応しいであろう。
（７）松浦貞俊『日本國現報善悪靈異記註釋』大東文化大学東洋研究所、昭
48・６、
480頁。
（８）家永三郎「上宮聖徳法王帝説の成立年代」 『日本歴史』
16、昭
24・５。
同『上宮聖徳法王帝説の研究
　
総論編』三省堂、昭
28・１。
（９）注（３）に同じ。（
10）岡安勇氏（ 「漢魏時代の皇太后」 『法政史学』
35、昭
58・３）は、皇太
后は皇帝による一元的支配から独立した存在で、皇帝の上位に置かれていたとする。また、下倉渉氏（ 「 「太后詔曰」攷」 『東北大学東洋史論集』９、平
15・１）は、漢代の太后の詔は皇帝の詔命と同格（或いはそれよ
りも上位）であり、太后は皇帝を頂点とする政治体制の中にき んと収まっていない、そこからやや み出た存在ではなかったかと指摘する。また谷口やすよ氏（ 「漢代の「太后臨朝」 」 『歴史評論』
359、昭
55・３）も、
太后と皇帝には太后を上位とする関係があることを指摘している。
（
11）谷口やすよ氏（ 「漢代の皇后権」 『史学雑誌』
87‐
11、昭
53・
11）は、
漢代の皇后が帝位継承にかかわる機能・性格を持つことを明 かに 。
（
12）小林敏男「日本古代王権の特質（二）─大后制成立を中心として─」『古代文化史論攷』２、昭
56・６、後に「大后制の成立事情」と改題・
改稿して『古代女帝の時代』校倉書房、昭
62・
12。篠川賢「六、 七世紀の
王権と王統」 『日本歴史
529、平４・６、後に『日本古代の王権と王統』
吉川弘文館、平
13・３。
※古事記の引用は新編日本古典文学全集（小学館） 、日本書紀・風土記・万
葉集・懐風藻・日本霊異記の引用は日本古典文学大系（岩波書店） 、続日本紀の引用は新日本古典文学大系（岩波書店） 、上宮聖徳法王帝説の引用は、家永三郎『上宮聖徳法王帝説の研究』 （三省堂） 、元興寺伽藍縁起并流記資財帳・大安寺伽藍縁起并流記資財帳の引用は『寧楽遺文』 東京堂出版） 、史記 漢書 後漢書の引用は中華書局版に従った。また、古事記の校異は小野田光雄編『諸本集成古事記』 （
勉
誠社）と『国宝真福寺本古
事記』 （桜楓社） 、万 の校異は『校 萬葉集』 （岩波書店）によって確認した。
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上代日本における「大后」の語義
（九三）
─ 374 ─
埼玉学園大学紀要（人間学部篇）　第10号
（九四）
─ 373 ─
The meaning of “Empress and Empress Dowager ( 大后 )” in ancient Japan
　
YAMAZAKI, Kaori
　
キーワード：皇后、皇太后、太后、古事記、日本書紀
Key words ：Empress, Empress Dowager, Kojiki, Nihonshoki
